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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

12
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

宇
治
田
竜
一
氏
（
協
会
経
税
部
員
・
中
央
区
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

経
営
セ
ミ
ナ
ー

将
来
を
見
据
え
た
帳
簿
・
決
算
書
の
読
み
方

医
院
経
営
に
最
強
の
金
棒「
簿
記
」の
技
術

日
時　

１
月
19
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

横
山
武
志
氏
（
九
州
大
学
歯
学
部
麻
酔
学
教
室
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

１
月
度
生
涯
研
修

誰
で
も
実
践
で
き
る
歯
科
医
院
に
お
け
る
救
急
救
命

処
置

日
時　

１
月
19
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館

講
師　

歯
科
臨
床
・
学
術
部
講
師
団

会
費　

 

会
員
院
所
歯
科
衛
生
士
５
千
円

定
員　

15
人
（
先
着
順
）
※
１
院
所
２
人
ま
で

持
参
物　

 

顎
模
型
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
テ
ス
タ
ー
、
シ
ャ
ー
プ

ニ
ン
グ
ス
ト
ー
ン
、
グ
レ
ー
シ
ー
ス
ケ
ー
ラ
ー

※
持
参
物
の
貸
出
は
あ
り
ま
せ
ん
。
申
込
者
に
は
、
開
催
要

項
と
正
式
申
込
書
な
ど
を
後
日
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
ま
す

「
シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」よ
り
よ
い
ス
ケ
ー
リ

ン
グ
の
た
め
に

日
時　

１
月
25
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

会
員
千
円　
　

対
象　

会
員
本
人
に
限
る

※
『
カ
ル
テ
記
載
を
中
心
と
し
た
指
導
対
策
テ
キ
ス
ト
２
０

１
３
年
８
月
版
』
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

個
別
指
導
対
策
講
習
会

レ
セ
コ
ン
の
カ
ル
テ
作
成
機
能
は
個
別
指
導
の

現
場
で
通
用
す
る
か（
仮
題
）

日
時　

１
月
25
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
６
時

会
場　

京
橋
・
弥
生
カ
レ
ッ
ジ
Ｃ
Ｍ
Ｃ

講
師　

柄
溝
宗
生
氏
（
協
会
税
理
士
団
）

会
費　

５
千
円　
　

定
員　

20
人

対
象　

会
員
・
家
族
・
会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ

「
弥
生
会
計
」パ
ソ
コ
ン
記
帳
講
座
―
決
算
編

貧
し
い
人
々
助
け
る
先
駆
的
役
割

アサヒビール
吹田工場
アサヒビール
吹田工場

三島無産者
診療所跡
三島無産者
診療所跡

JR吹田駅JR吹田駅 ダイエーダイエー

三
島
無
産
者
診
療
所
跡

大阪の大阪の
戦跡

大阪の
戦跡

⑬機関紙協会大阪機関紙協会大阪
坂手崇保坂手崇保

　

大
阪
市
西
部
・
東
部
・
南

部
地
区
は
11
月
10
日
、「
洗
練

さ
れ
た
接
遇
・
マ
ナ
ー
（
上

級
編
）」
を
開
き
、
受
付
ス

タ
ッ
フ
ら
23
人
が
参
加
し

た
。
接
遇
マ
ナ
ー
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
西
出
知
子
氏
が

講
師
を
務
め
た
。

　

西
出
氏
は
、「
医
療
機
関
に

お
い
て
は
、
医
療
技
術
だ
け

で
な
く
、
一
人
ひ
と
り
の
患

者
さ
ん
に
対
す
る
接
遇
力
が

重
要
。
不
安
を
抱
え
て
来
院

さ
れ
た
患
者
さ
ん
の
、
不
安

を
取
り
除
く
こ
と
が
接
遇
の

基
本
に
な
る
」と
強
調
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
吹
田
駅
前
の
ダ
イ
エ

ー
吹
田
店
の
裏
、
交
差
点
の

歩
道
に
ひ
っ
そ
り
と
「
三
島

無
産
者
診
療
所
跡
」
の
碑
が

建
っ
て
い
る
。
診
療
所
は
１

９
３
１
年
（
昭
和
６
年
）
８

月
10
日
、
今
の
「
竹
寅
」
ビ

ル
の
前
あ
た
り
に
設
立
さ
れ

た
。
満
州
事
変
（
同
年
９
月

18
日
）
直
前
の
こ
と
だ
。
33

年
５
月
に
は
歯
科
部
が
併
設

さ
れ
て
い
る
。

　

28
年
、「
３
・
15
事
件
」
で

共
産
党
や
労
働
農
民
党
な
ど

の
関
係
者
約
１
６
０
０
人
が

検
挙
さ
れ
た
。
治
安
維
持
法

に
よ
っ
て
民
主
的
な
運
動
が

大
弾
圧
を
受
け
る
な
か
、
解

放
運
動
犠
牲
者
救
援
会
は
労

働
者
・
農
民
解
放
運
動
の
た

め
た
た
か
っ
た
犠
牲
者
の
救

援
と
無
権
利
状
態
に
お
か
れ

て
い
た
無
産
者
へ
の
医
療
の

た
め
に
、
全
国
に
「
労
働
者

・
農
民
の
病
院
を
つ
く
れ
」

と
ア
ピ
ー
ル
し
、
無
産
者
診

療
所
運
動
が
始
ま
っ
た
。

　

戦
前
、
大
多
数
の
国
民
は

医
療
を
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
。
高
い
医
療
費
に
苦
し
む

庶
民
が
協
力
し
て
診
療
所
建

設
運
動
を
進
め
、
１
９
３
０

年
、
東
京
・
大
崎
に
無
産
者

診
療
所
が
全
国
の
労
働
者
・

農
民
の
拠
出
に
よ
っ
て
建
設

さ
れ
、
以
後
の
11
年
間
に
、

駆
的
役
割
を
果
た
し
た
。

　

三
島
無
産
者
診
療
所
の
初

代
所
長
は
貧
し
い
人
々
の
医

療
に
命
を
捧
げ
、
反
戦
・
反

軍
を
貫
い
た
加
藤
虎
之
助
医

師
だ
っ
た
。「
診
療
無
料
、

薬
代
１
日
１
錠
１
銭
、
手
術

実
費
」
を
か
か
げ
、
た
い
へ

ん
な
評
判
と
な
っ
た
。
す
ぐ

そ
ば
に
吹
田
警
察
署
（
現
在

の
吹
田
勤
労
者
会
館
の
場

所
）
が
あ
り
、
特
高
警
察
が

た
び
た
び
や
っ
て
き
て
監
視

し
た
が
、
そ
れ
で
も
患
者
は

次
々
に
集
ま
っ
て
き
た
。

　

加
藤
医
師
は
、
05
年
（
明

治
38
）
静
岡
県
下
田
市
出
身

で
、
京
都
帝
大
（
現
京
都
大

学
）
医
学
部
を
卒
業
し
た

年
、
外
科
医
と
し
て
診
療
所

の
初
代
所
長
と
な
っ
た
。
26

歳
で
あ
っ
た
。
妨
害
や
弾
圧

と
闘
い
働
く
人
々
の
医
療
活

動
に
徹
し
、
夜
は
診
療
台
で

床
を
と
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
軍
の
幹
部
候

補
生
と
し
て
静
岡
の
連
隊
へ

全
国
各
地
に
１
病

院
、
23
診
療
所
が
設

立
さ
れ
た
。

　

大
阪
で
は
31
年
２

月
、
大
阪
無
産
者
診

療
所
（
福
島
区
茶
園

町
）
に
続
き
、
三
島

無
産
者
診
療
所
が
誕

生
し
、
大
阪
の
無
産

者
診
療
所
と
し
て
先

入
営
す
る
こ
と
に
な
り
、
吹

田
の
住
民
ら
は
入
隊
反
対
の

決
議
文
を
連
隊
長
に
出
し
た

が
拒
否
さ
れ
た
。
入
営
中
も

反
軍
活
動
を
強
め
、
軍
旗
祭

の
と
き
な
ど
は
野
戦
病
院
の

横
幕
を
張
っ
て
全
員
そ
の
中

に
寝
て
い
た
と
い
う
エ
ピ
ソ

ー
ド
も
あ
る
。

　

33
年（
昭
和
８
年
）に
除
隊

後
、診
療
所
に
復
帰
し
、献
身

的
な
活
動
が
再
開
さ
れ
た
。

し
か
し
、
そ
の
翌
年
、
自
転

車
で
往
診
中
に
倒
れ
、
虫
垂

炎
が
手
遅
れ
に
な
り
、
阪
大

病
院
に
担
ぎ
こ
ま
れ
た
が
、

貧
乏
人
の
医
者
だ
か
ら
３
等

の
病
室
で
よ
い
と
い
い
、
１

月
９
日
満
29
歳
の
若
さ
で
生

涯
を
閉
じ
た
。 
（
つ
づ
く
）

　

参
加
者
が
行
っ
た
１
分
間

の
ス
ピ
ー
チ
を
題
材
に
、
意

識
し
て
笑
顔
で
話
す
こ
と
な

ど
非
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
重
要
性
や
、
爽
や
か

な
印
象
を
与
え
る
話
し
方
や

立
ち
居
振
る
舞
い
、
な
ど
に

つ
い
て
解
説
し
た
。

　

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
は

11
月
10
日
、
堺
再
発
見
ウ
ォ

ー
ク
を
開
き
、
堺
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
の
案
内
で
、
南

海
堺
駅
を
出
発
し
、
与
謝
野

晶
子
生
家
跡
・
千
利
休
屋
敷

跡
・
南
宗
寺
・
自
転
車
博
物

館
な
ど
を
巡
っ
た
。
10
人
が

参
加
し
た
。

　

堺
出
身
の
歌
人
・
与
謝
野

晶
子
の
生
家
跡
前
で
は
、
源

氏
物
語
の
翻
訳
や
12
人
の
子

ど
も
を
育
て
た
母
で
も
あ
っ

た
、
晶
子
の
生
涯
に
つ
い
て

解
説
に
耳
を
傾
け
た
。

　

南
宗
寺
で
は
〝
伝
説
の
家

康
の
墓
〞
を
見
物
。
大
坂
夏

の
陣
で
豊
臣
方
の
武
将
・
後

藤
又
兵
衛
に
討
た
れ
た
家
康

が
、
密
葬
さ
れ
た
と
い
う
逸

話
を
聞
い
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
堺
で
長

く
生
活
し
て
い
る
が
知
ら
な

い
こ
と
だ
ら
け
だ
っ
た
」
な

ど
感
想
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

診
療
所
で
親
子
連
れ
の
患

者
が
来
院
し
た
時
の
対
応
な

ど
実
践
的
な
ロ
ー
ル
プ
レ
イ

ン
グ
を
行
い
、
診
療
室
や
受

付
で
様
々
な
タ
イ
プ
の
患
者

へ
の
応
対
方
法
に
つ
い
て
学

ん
だ
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
患
者

さ
ん
に
対
し
て
、
も
っ
と
心

を
込
め
た
対
応
を
で
き
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
」「
患
者
さ

ん
に
対
す
る
態
度
や
話
し
方

な
ど
が
分
か
っ
て
よ
か
っ

た
」「
自
分
の
改
善
点
が
分

か
っ
て
よ
か
っ
た
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

恒
例
の
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア

ー
が
11
月
10
日
取
り
組
ま

れ
、
歯
科
医
師
・
家
族
・
ス

タ
ッ
フ
ら
26
人
が
参
加
し

た
。
行
き
先
は
、
滋
賀
県
甲

賀
・
信
楽
で
、
近
江
の
酒
蔵

と
信
楽
焼
を
見
学
、
近
江
牛

と
松
茸
の
す
き
焼
き
を
食
し

た
。
主
催
は
、
大
阪
市
の
東

部
・
南
部
・
北
部
地
区
。

　

酒
蔵
見
学
で
は
、
仕
込
み

や
発
酵
な
ど
の
酒
造
工
程
に

つ
い
て
解
説
を
受
け
た
ほ

か
、
搾
り
た
て
の
新
酒
を
試

飲
し
た
。

　

信
楽
で
は
、
有
名
な
狸
の

焼
き
物
や
様
々
な
信
楽
の
食

器
類
を
見
物
。
参
加
者
は
普

段
使
い
の
皿
な
ど
を
購
入
し

楽
し
ん
だ
。

　

小
雨
の
降
る
う
っ
と
う
し

い
天
気
で
あ
っ
た
が
、
日
頃

の
診
療
や
思
い
出
話
に
花
を

咲
か
せ
、
熟
練
バ
ス
ガ
イ
ド

の
話
に
聞
き
入
っ
た
。

実
践
交
え
接
遇
学
ぶ

伝
説
の
家
康
の
墓
に
興
奮

大
阪
市
西
部
、東
部
、南
部
地
区

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区

立
ち
居
振
る
舞
い
に
つ
い
て

指
導
を
受
け
る
参
加
者
＝　

11
月
10
日
、
保
険
医
会
館　

南
宗
寺
の
庭
園
前
で
解
説
を
聞

く
参
加
者
＝
11
月
10
日
、
堺
市

毎
年
夏
に
関
係
者
が
川
面
墓
地
で

加
藤
虎
之
助
医
師
の
デ
ス
マ
ス
ク

を
置
い
て
墓
参
す
る
（
上
）

三
島
無
産
者
診
療
所
跡
の
碑
（
下
）

近
江
の
酒
蔵
で
説
明
を
聞
く
参

加
者
＝
11
月
10
日
、
滋
賀
県　

信楽へ日帰り旅
大 阪 市 東 部、
南部、北部地区

福祉国家構想研究会からお知らせ

日
時　

12
月
23
日
（
月
・
祝
日
）
午
後
１
時
〜
５
時

会
場　

エ
ル
大
阪
大
会
議
室　
　

定
員　

２
０
０
人

講
師　

渡
辺 

治
氏
（
一
橋
大
学
名
誉
教
授
）

　
　
　

 

「
安
倍
改
憲
の
め
ざ
す
日
本
と
対
抗
す
る
平
和
の
構

想　

集
団
的
自
衛
権
、
秘
密
保
護
法
、
解
釈
改
憲
の

策
動
に
い
か
に
立
ち
向
か
う
か
？
」

　
　
　

岡
田 

知
弘
氏
（
京
都
大
学
教
授
） 

　
　
　

 

「
構
造
改
革
路
線
の
再
起
動
と
地
方
自
治　

Ｔ
Ｐ
Ｐ

と
道
州
制
・
大
阪
都
構
想
へ
の
批
判
と
対
抗
軸
」

会
費　

１
０
０
０
円
（
資
料
代
）

い
ま
、対
抗
構
想
を
考
え
る
！

安
倍
政
権
の
新
自
由
主
義
構
造
改
革
と
は
何
か

わが街 わが地区わが街 わが地区


